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夏季集中講座 

「わたしたちのウェルビーイングカード」を活用した授業実践 

【主催】東京大学大学院 医学系研究科 高齢者在宅長期ケア看護学分野 【後援】日の出町教育委員会 

 

 ６月 16日に閣議決定された「教育振興基

本計画」では、今後の教育施策に関する基本

方針・コンセプトとして「日本社会に根差し

たウェルビーイングの向上」が示されまし

た。 

予測困難な時代（VUCA の時代）におい

て、一人一人のウェルビーイングを実現して

いくためには、この社会を持続的に発展さ

せ、社会課題の解決と経済成長を結び付けて

新たなイノベーションにつながる取組を推

進することが求められます。Society 5.0 に

おいてこれらを実現していくために不可欠

なのは「人」の力であり、「人への投資」を

通じて社会の持続的な発展を生み出す人材

を育成することが求められます。 

 このような課題意識のもと、日の出町教育

委員会では、日の出町と東京大学大学院との

間で締結された 「高齢者にやさしい地域づ 

くりに係る覚書」に基づき、町立学校教職員対象に、東京大学大学院 医学系研究科 

高齢者在宅長期ケア看護学分野主催（日の出町教育委員会後援）の夏季集中講座「わ

たしたちのウェルビーイングカード」を活用した授業実践」を実施することになりま

した。 

 「わたしたちのウェルビーイングカード」は、社会の中でそれぞれの「よいあり方」

を実現していくためにお互いが大事にしていることを認め合い、尊重していくため

に、自身や周囲の人々のウェルビーイングに意識を向け、対話をうながすために、日

本電信電話株式会社（NTT）の研究所により開発されたツールです。 

 多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が幸せや豊

かさを感じられるものとなり、教育を通じて日本社会に根差したウェルビーイング

の向上を図っていくことが求められるこれからの時代に、持続可能な社会の創り手

として子どもたちを育成するために、どのような教育実践ができるのか考え学ぶ機

会として、東京大学大学院医学系研究科 高齢者在宅長期ケア看護学分野との連携・

協働により実施します。 
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